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一学期を振り返って  ～日野の自然に遊ばれて～ 

梅雨明けと共に１学期が終わろうとしていま

す。日野小学校に着任してあっという間の４ヶ

月。改めて本校の自然環境と人的環境のすばら

しさを再認識した一学期であったように思いま

す。４月に桜、５月には藤の花が咲き誇りまし

た。６月には、ホタル池や三日月池で２０匹を

超えるホタルが幻想的な光を放っていました。

そして、７月に入ると「いずみの里」で大きな

蓮の花が夏の日差しを浴びピンクに輝きました。そんな美しい環境の中で、躍動する

日野の子どもの姿がありました。 

池の周りや雑木林で水生動物や昆虫を夢中に追いかけ回す子どもたち、校庭で所狭

しとボールを追いかける子どもたち。そんな光景を目に

していると、「日野の豊かな自然に遊ばれている子ども」

のように映ります。まさに自然の恵を受けながら、たく

ましく育つ日野の子ども

と言えましょう。少年時

代、そういう環境を背景

に遊び学んだ子どもたち

は、その美しさ・神秘さ・

不思議さが原風景として

脳裏に刻まれ、豊かにし

て鋭い感性が養われるも

のと思われます。 

また、そんな子どもが育つ日野にしようと、保護者の皆様、地域の方々が児童の教

育環境や安全・安心を確保しようと惜しみない支援をしてくださっている。人的環境

のすばらしさも併せ持つ日野を実感しました。日野の泉の如く、こんこんと湧きいず

る「児童のエネルギー（やる気）と地域の方々の熱き思い」を感じたわけです。 

こんな素晴らしい環境で学べる幸せを私たちは噛みしめなければいけない。そうい

う思いにかられた一学期でありました。 

 

救命救急法ＡＥＤ講習会と児童のプール学習に寄せて 

７／９、夏本番を迎えるにあたって、ＰＴＡ

保健厚生部による救命救急法の講習会が行われ

ました。須坂消防署からみえた３名の講師の方

に１時間にわたり熱心にご指導いただきまし

た。プール監視当番をしていただく１・６年の

保護者の皆様、お疲れ様でした。 

千曲川に隣接し、水が豊かな日野地区に暮ら

す私たちであるからこそ、いざという時のため

に備えておきたいものです。日野の子どもたち

には、「泉の子」として水に親しみ水の恐さを
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自覚しながら成長してほしいと思っています。そのためには、プール学習では水との

良い関係を築くため、楽しく水遊びしたり泳いだりできるようになってほしいと願っ

ています。６月のプール開きでは、「水と遊んだり水に浮いたり、より速く進んだり

できるように、一人ひとりがめあてを持って水と仲良しになれるようにしましょう」

と語りかけました。 

 

異学年交流を深めながら友のよさに気づく  

 ６月は「手つなぎ月間」と名付けられた人権

教育強化月間でした。期間中、各学級では、発

見した友だちのよさを木の葉のカードに書い

て貼り付け、木の葉の茂った「なかよしの木」

を完成させました。 

６月初旬、校長講話では次のような話をさせ

てもらいました。前半は、自身が少年時代、近

所の友だちと夢中になってカブトムシやクワ

ガタを捕った話を通して、友だちのよさやすば

らしさについて語りました。そして、最後にこう語りかけました。 

 

「６月は、人権教育月間と言って、友だちのいい所をたくさん発見する月です。 

そのためには、たくさんの友だちと思いっきり遊ぶことです。友だちと一生懸命勉

強することです。そうすると、友だちのいいところが見えてきます。感じてきます。

そして、心のセンサーがよく働くようになり、友だちが悲しむことはしなくなりま

す。人の心の痛みを放っておけなくなくなります。それが友だちへの優しさや思い

やりにつながるのです。友だちのことや自分のことを今まで以上に好きになってほ

しいと思います。ともだちっていいなあ、そんな６月にしてください。」 

 

もう一つ、この期間に、異学年交流が活発に計画されました。姉妹学級による交流

給食、児童会主催の縦割り班（１～６年生が所属）によるふじっ子まつり、ペア清掃

やペア読書などが計画されました。 

高学年は下級生の面倒を見ながら、低学年から頼られる喜びを味わいます。低学年

は、上級生から励まされたり教えてもらったりしながら、がんばれた自分に喜びや自

信を持ちます。ただ、そういった交流がこの期間だけで終わるのではなく、日常化し

ていきたいと思うわけです。日常的に学年関係なく、共に遊んだり本を読んだり、運

動をしたりできる学校にしたい。児童が安心できる居場所は学級が中心になるわけで

すが、そこのみにとどまらず、様々な場にも見い出してほしいと願っています。 

                                                                 

夏 休 み を迎えるにあたって 

 いよいよ後少しで夏休みになります。健康や

安全に留意し充実した休みにしたいものです。

特に、長期休みであるからこそ体験できる遊び

や学習、手伝いなどに目を向けてほしいと思い

ます。終業式では、自分の少年時代を振り返り

ながら夏休みの楽しさを伝えたいと思います。

日焼けし休み前よりたくましくなった子どもた

ちと、２学期に再び会えることを楽しみにして

おります。 

１学期の本校教育活動へのご理解とご協力誠にありがとうございました。 
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